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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

   高松工業高等専門学校 

（２）所在地 

   香川県高松市 

（３）学科等の構成 

    学科：機械工学科、電気情報工学科 

       制御情報工学科、建設環境工学科 

   専攻科：機械電気システム工学専攻 

       建設工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成１９年５月１日現在）  

学生数 

本科：機械工学科        ２１０人 

電気情報工学科      ２０４人 

制御情報工学科      １９９人 

建設環境工学科      １８４人 

計７９７人 

専攻科： 

機械電気システム工学専攻  ４７人 

建設工学専攻        １１人 

                 計５８人 

教員数 

専任教員          ６０人 

助手             ２人 

                 計６２人 

 

２ 特徴 

高松工業高等専門学校（ 以下「本校」という。）は、

国立高専の１期校として昭和３７年４月に設置された。当

初は、機械工学科（２学級）、電気工学科（１学級）の２

学科構成であったが、昭和４１年には土木工学科が増設さ

れ、平成２年には、機械工学科１学級を改組し制御情報工

学科が新たに設置された。平成６年には土木工学科を建設

環境工学科に改組し、平成１３年には電気工学科を電気情

報工学科に名称変更した。平成１１年には準学士課程卒業

生を対象に高度な技術者教育を実施する、機械電気システ

ム工学専攻（３コース）及び建設工学専攻の２専攻（４コ

ース）からなる専攻科が設置された。平成１７・１８年度

には専攻科の機械工学コース、電気情報工学コース、制御

情報工学コース、建設工学コースの各コースに対応した４

つの技術者教育プログラムがＪＡＢＥＥ（日本技術者教育

認定機構）の認定を受け、国際的な学士課程レベルの教育

が行われていることが認められた。 

本校は、香川県内唯一の工科系高等教育機関として創設

されたこともあり、当初から地域に根ざし、産業界のニー

ズに応える創造性豊かな実践的技術者の育成に努めてき

ている。 

教育面では、校訓である「自彊・独創・和敬」の教育理

念のもとに、Ａ 広い視野と技術者としての倫理観（倫

理）、Ｂ 科学技術の基礎知識と応用力（知識）、Ｃ 課

題解決の実行力と豊かな創造力（実行力）、Ｄ 論理的な

コミュニケーション能力（コミュニケーション）の４つの

学習・教育目標を掲げ、これらを身につけた我が国の目指

す科学技術創造立国の一翼を担う優れた技術者の育成を

目指している。 

技術者を目指す学生の総合的な人間力を養うため、課外

活動についても積極的に取り組んでおり、低学年の学生は

高校総体や高校野球でも活躍するとともに、高専大会では

多くの種目で全国大会にも出場するなど優秀な成績を収

めている。また、国際社会で活躍できる技術者となるため

の一助とするため、１８年度からは地元企業の支援も受け

て学生の海外語学研修も開始した。 

研究面では、教育内容の改善向上を図り、新技術創成に

つながる基礎研究に積極的に取り組んでいるが、宇宙溶接

技術の開発に成功するなど世界レベルの研究も行われて

いる。 

産業界との連携の面では、昭和６２年の高機能化技術教

育研究センターの設置を契機として、技術交流会や高度技

術者養成研修などを実施するとともに、共同研究や受託研

究の推進、さらに企業との包括協定の下での技術者の指導

など積極的な取組みを進めている。平成１７年度からは研

究・地域連携推進室を設置して推進体制を整えた。 

地域との連携・交流においても、近隣小・中学生を対象

としたサイエンスフェスタや商店街でのミニサイエンス

フェスタの開催、オープンキャンパス、中学校への出前授

業の実施など、地域のニーズに応じて継続的に活動を行っ

ており、好評を博している。 
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Ⅱ 目的 

 

１．本校の使命 

本校の使命は，準学士課程においては 「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成する」 こと，

専攻科課程においては 「精深な程度において工業に関する高度な専門的知識と技術を教授し，その研究を

指導する」 ことである。 

２．校訓（理念） 

 本校の校訓は「自彊・独創・和敬」であり，自ら努め励み（自彊），豊かな創造性をもち（独創），人間相

互の和と尊敬の念を抱きながら人・社会と調和・協力（和敬）して問題解決に取り組む技術者の育成を理念

としている。 

３．養成する人材像 

豊かな教養と広い視野，および科学技術の進展に対応できる創造力と実行力を備え，コミュニケーション

能力を身につけた実践的技術者を育成する。 

４．本校の学習・教育目標 

準学士課程及び専攻科課程を通じて，次に示す４つの学習・教育目標（大目標）を掲げている。 

（Ａ）広い視野と技術者としての倫理観（倫理） 

（Ｂ）科学技術の基礎知識と応用力（知識） 

（Ｃ）課題解決の実行力と豊かな創造力（実行力） 

（Ｄ）論理的なコミュニケーション能力（コミュニケーション） 

５．卒業（修了）時に身につけるべき学力や資質・能力 

（１）準学士課程 

前記の大目標のもと，準学士課程卒業までに達成すべき学習・教育目標を下記に挙げる。 

【全学科共通】 

（Ａ）広い視野と技術者としての倫理観（倫理） 

  社会や文化に関心を持ち，社会人としての責任感と倫理観を養う。 

（Ｂ）科学技術の基礎知識と応用力（知識） 

  自然科学と専門技術の基礎を身につけ，それを基本的問題に適用できる。 

（Ｃ）課題解決の実行力と豊かな創造力（実行力） 

  課題に自発的に取り組み，創意工夫して解決する姿勢と能力を養う。 

（Ｄ）論理的なコミュニケーション能力（コミュニケーション） 

  自分の意見を日本語で論理的に説明できる。英語によるコミュニケーションの基礎を身につける。 

【機械工学科】 機械工学分野の基礎知識と技術を身につけ，課題に取り組み，考え解決することができる。 

【電気情報工学科】 高度化・多様化するエレクトロニクス、情報通信技術の変遷に対応できる基礎学力を

身につけ、論理的な思考により継続的に学習を行うことができる。 

【制御情報工学科】 機械工学・電子工学・コンピュータ制御を融合したメカトロニクス分野の基礎学力を

身につけ，「モノづくり（開発・設計・製作・検査）」に応用できる。 

【建設環境工学科】 基本的な建設構造物の設計に必要な力学，材料，情報，計画などの基礎学力，および

防災や環境などに関する基礎知識を身につける。 

（２）専攻科課程 

前記の大目標のもと，専攻科課程修了までに達成すべき学習・教育目標を下記に挙げる。 

【両専攻共通】 
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（Ａ）広い視野と技術者としての倫理観（倫理） 

人類，世界，文化に広く関心を持ち，視野の広い技術者になる。技術の産物が社会や自然に及ぼす影響に

関心を持ち，責任感と倫理観を養う。 

（Ｂ）科学技術の基礎知識と応用力（知識） 

自然科学と専門技術の基礎を確実に身につけ，それを具体的問題に応用できる。 

（Ｃ）課題解決の実行力と豊かな創造力（実行力） 

自ら課題を発見して，自主的に取り組み解決する姿勢と能力を身につける。互いに協力しあって課題に取

り組める技術者，創造力豊かな技術者になる。 

（Ｄ）論理的なコミュニケーション能力（コミュニケーション） 

物事を論理的に考え，それを日本語により文章と口頭で表現できる。英語による基本的な記述，表現が行

える語学力を身につける。 

【機械電気システム工学専攻】 

  機械工学コース：機械工学をベースとした幅広い知識を身につけ，自主的，継続的に技術的問題に取り組

み，創意工夫して実践することができる。 

  電気情報工学コース：電気電子・情報通信分野を対象とした専門知識と，それによる論理的な思考力と工

学的な応用力を身につける。 

  制御情報工学コース：機械工学，電子工学及びコンピュータ制御技術に関する専門知識と，それをメカト

ロニクス分野の「モノづくり」に応用する力を身につける。 

【建設工学専攻】（建設工学コース） 

 構造物の耐震・耐久設計，防災・リサイクル・情報・環境等の技術に関して，準学士課程よりもさらに詳

しい学力と知識を身につける。 

６．教育研究などの諸活動を行う上での基本方針 

本校教職員は，本校の使命を果たし，学習・教育目標の実現に努める。次の基本方針のもとに教育研究な

どの諸活動を行う。 

（１）学校全般の運営に関すること 

①教育活動などを円滑に行うために，各種委員会を設置して企画・調整及び支援を行う。 

②教員会議で全体的な意思疎通を図る。 

（２）学生の学習・教育に関すること 

①入学者受け入れ方針を掲げ，その方針に沿って学生の受け入れに努める。 

② 「学生による授業評価」，「シラバスの充実」，「教員相互の授業参観」などを実施し，授業改善に努める。 

③学生に基礎学力を身につけさせるため，カリキュラム改善に努める。 

（３）学生支援に関すること 

①学生の心身の成長・発達のために，学生の自発的活動（学生会，クラブ，寮生活）のサポートや学生への

カウンセリングなどの教育的配慮に努める。 

②学生の就職・進学の支援を行う。 

（４）研究活動及び地域社会貢献に関すること 

①教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研究が行われるように努める。 

②研究活動や公開講座の開催を通して，地域社会に貢献する。 
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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

本校の研究活動に対する目的は，次に示す二つの目的で構成されている。一つ目の目的は「教育のため

の研究活動」であり，研究活動を通じて教員の資質向上と教育活動への積極的な還元を目的としている。

二つ目の目的として「地域社会のための研究活動」を掲げ，地域企業との共同研究や技術支援等を通じて

地域産業への貢献を目的としている。 
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２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 
 
（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が

適切に整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 上述の目的を達成するための本校における研究体制と支援体制について以下に述べる。 

1. 研究体制 

（ⅰ）学内組織 

 昭和 63 年 3 月に研究委員会を発足させ（資料Ａ－１－①－１），教員の研究活動，地域

との共同研究の推進を図る体制の整備を行った。後に研究委員会を平成 17 年 3 月に研究・

地域連携推進室と改め，事務組織である企画室とともに，教員の研究活動推進に加え地域

からの技術相談の窓口など，実行組織としての位置付けを明確にしている（資料Ａ－１－

①－２）。     

また，学内における研究活動の連携においては，研究・地域連携推進室が中心となり，

本校の専門分野（資料Ａ－１－①－３）（機械分野，電気電子・情報分野，メカトロニクス

系，土木・環境分野）を活かした体制の整備を進めている。学外へ向けた連携体制として，

研究・地域連携推進室，高機能化技術教育研究センター，総務広報室，企画室等が中心と

なり，本校のホームページにて「地域社会との連携体制」として平成 18 年 2 月に発行した

研究・技術シーズ集(Ⅰ)の電子ファイル（資料Ａ－１－①－４），本校教員のデータベース

（教員氏名，職名，所属学科，取得学位, 専門分野，研究内容を表すキーワード, 主な研

究業績，研究助成等取得状況，所属学会名，共同研究・受託研究，社会連携活動）を参照

できる研究者・技術情報（資料Ａ－１－①－５），高機能化技術教育研究センターの紹介（資

料Ａ－１－①－６）等を学外に公開し，地域との連携を図っている。 

 

（ⅱ）施設 

 本校においては各教員に研究室が割り振られており，専攻科生，本科生の特別研究や卒

業研究の活動スペースとして活用されている。また，各学科には専門技術に対応した実験

室を配置しており，授業における実験実習に加えて研究活動のスペースとしても利用され

ている。 

研究活動を推進するための共同利用施設として，高機能化技術教育研究センター，コン

ピュータサイエンスセンター，実習工場，図書館などがある。高機能化技術教育研究セン

ターは，高機能化技術教育研究センター長および６分野の研究開発室長（新材料，材料利

用技術，新エネルギー技術，環境防災，メカトロニクス，教育技術）と事務部として総務

課長によって運営されており，研究環境の整備と研究成果の教育活動への還元に寄与して

いる（資料Ａ－１－①－７）。同様に，コンピュータサイエンスセンター（以後 CS センタ
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ー）は，センター長および各学科から選出された構成員 5 名，教務関係教員 1 名，専攻科

関係教員 1 名の教員 7 名と学生課長の計 8 名よって運営されている。CS センターは，研究

活動に必要とされる情報処理のための計算機の管理を行うことにより研究環境の改善を図

っている（資料Ａ－１－①－８）。また，実習工場は，共同・受託研究等で必要となる実験

装置の製作や加工などに，図書館は文献情報の提供等に寄与している。 

 

（ⅲ）活動状況 

 活動状況として，まず研究・地域連携推進室では，企業・大学・高専・地方公共団体等

産学官の関係者からなる技術交流会（基調報告，シンポジウム，ポスターセッションなど）

を毎年 7月末に企画開催している（資料Ａ－１－①－９）。さらに，平成 18 年 2 月に研究・

技術シーズ集(Ⅰ)を創刊し，地域企業への配布や Web ページにて公開することにより地域

との連携を図っている。研究・地域連携推進室に寄せられた過去 5 年間の共同研究，受託

研究の件数を表Ａ－①－１に示す。また，高機能化技術教育研究センターでは，年度ごと

の研究成果を研究成果報告書として発行し学内外に情報を提供している（資料Ａ－１－①

－１０）。 

 

表Ａ－①－１ 過去 5年間の共同研究，受託研究の件数の推移 

年  度 共同研究 受託研究 合  計

平成１４年度 1 1 2 

平成１５年度 3 1 4 

平成１６年度 12 2 14 

平成１７年度 17 1 18 

平成１８年度 11 1 12 

 

2. 支援体制 

（ⅰ）事務支援組織 

 技術系職員の組織改組により平成 15 年 4 月より 3班から構成される技術支援室（第一班：

製造・加工関係，第二班：電気・情報関係，第三班：測定・分析関係）を新たに組織した

（資料Ａ－１－①－１１）。教員の研究活動や地域からの技術相談等において支援が必要と

される場合，学生課長宛に研究活動の支援要請書（資料Ａ－１－①－１２）を提出するこ

とにより研究補助等の支援を得ることができる。また，平成 18 年 4 月に企画室を配置し，

企画室内の企画・評価係によって地域連携および研究協力の事務的処理を行っている。企

画室の具体的な業務内容として，科学研究費や各種助成金等の外部資金，知的財産，各種

地域連携行事，共同研究・受託研究契約等についての情報提供及び事務手続き，本校開催

の技術交流会や高度技術者養成研修に関する事務手続きに加えて，本校教員の研究活動内

容を把握し，外部への情報提供窓口として機能している。 



高松工業高等専門学校 選択的評価事項 A 

 - 8 -

 

（ⅱ）組織の活動状況 

 技術支援室における過去4年間の支援要請数推移表を表Ａ－①－２示す。 

表Ａ－①－２ 支援要請数の年間推移表 

技 術 支 援 要 請 数 

年  度 研究活動支援要請 支援要請書業務実績合  計

平成１５年度   14 14 

平成１６年度 3 3 13 19 

平成１７年度 4 15 16 35 

平成１８／１１ 4 2 5 11 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

適切である。 

 研究体制としては，主として教員で構成される研究・地域連携推進室と事務組織である

企画室が教員の研究活動推進のみならず地域からの技術相談の窓口など，実行組織として

の位置付けを明確にしている。また，学内における研究活動の連携においては，研究・地

域連携推進室が中心となり，本校の専門分野を活かした体制を整備している。学外におけ

る連携体制として，企画室等が中心となり，本校のホームページにて「地域社会との連携

体制」として平成 18 年 2 月に発行した研究・技術シーズ集(Ⅰ)や本校教員のデータベース

を参照できる研究者・技術情報，高機能化技術教育研究センターの紹介等を学外に公開し，

地域との連携を図っている。共同利用施設として，高機能化技術教育研究センター，コン

ピュータサイエンスセンター，実習工場，図書館などの共同利用施設を配置し，活用され

ている。 

 支援体制として，技術系職員組織により構成される技術支援室を組織し，教員の研究活

動や地域からの技術相談等において支援にあたっている。また，企画室では企画・評価係

によって地域連携および研究協力の事務的処理を行っている。 

 以上のことから，研究の目的に沿った研究体制と支援体制が整備され機能していると判

断できる。 
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資料 A-１-①-1 研究委員会規程   
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（出典：高松工業高等専門学校規則集）
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資料 A-１-①-2 研究・地域連携推進室規程  
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（出典：高松工業高等専門学校規則集）
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資料 A-１-①-3 各学科の教員の配置状況と研究分野の一覧 
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（出典：高松高専要覧 2006）
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資料 A-１-①-4 研究・技術シーズ集(Ⅰ)  
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（出典：研究・地域連携推進室資料）
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資料 A-１-①-5 教員教育研究活動データベース 

（出典：高松高専ホームページ）
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資料 A-１-①-6 高機能化技術教育研究センターの Web ページ 

（出典：高松高専ホームページ）

 

 

 

 

 



高松工業高等専門学校 選択的評価事項 A 

 - 23 -

資料 A-１-①-7 高機能化技術教育研究センター運営委員会規程 
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（出典：高松工業高等専門学校規則集）
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資料 A-１-①-8 高松工業高等専門学校コンピュータサイエンスセンター運営委員会規程 
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（出典：高松工業高等専門学校規則集）
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資料 A-１-①-9 技術交流会のパンフレット 
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（出典：研究・地域連携推進室資料）

 



高松工業高等専門学校 選択的評価事項 A 

 - 29 -

 

資料 A-１-①-10 高機能化技術教育研究センター研究成果報告書 

 

（出典：高機能化技術教育センター資料）
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資料 A-１-①-11 高松工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程 
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（出典：高松工業高等専門学校規則集）
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資料 A-１-①-12 研究活動の支援要請書 

 

（出典：学生課資料）
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観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況） 

 
（ⅰ）教育活動への還元 

 研究成果の教育活動への還元として、教員の資質向上（本科生、専攻科生に対する研究

指導能力の向上）が挙げられる。本科卒業生や専攻科修了生は，今日における科学技術の

急激な発展への適応能力が必要である。そのため，各教員は研究活動に精力的に取り組み，

担当科目の知識や学生への研究指導力の向上を図っている。以下に，教員における研究活

動の成果を示す。 

 

【研究活動の成果】 

本校の研究活動の成果として，学会活動や研究紀要の発行が挙げられる。 

過去 5 年間における学会誌投稿論文数や学会での講演発表数等の研究成果を表Ａ－②－

１に示す。また，研究紀要は年 1 回 3 月に発行され，理工学分野に加えて教育学、人文・

社会科学等の幅広い分野において成果が掲載されている（資料Ａ－１－②－１）。 

 

表Ａ－②－１ 過去 5年間の研究活動の成果 

期       間 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

平成１３年度 6 42 18 100 3 2 

平成１４年度 3 32 22 115 0 2 

平成１５年度 3 39 18 111 0 5 

平成１６年度 8 35 20 130 1 8 

平成１７年度 4 41 35 113 0 5 

Ａ：著書  Ｂ：査読付き論文  Ｃ：査読の無い論文  Ｄ：口頭発表及びポスターセッション

Ｅ：特許     Ｆ：その他 

 

【教材開発・教科書等執筆実績】 

 過去 5年間の書籍等の執筆状況を表Ａ－②－２に示す。 

表Ａ－②－２ 過去 5年間の教材開発・教科書等の執筆状況 

  平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度平成 17 年度平成 18 年度

執筆数 6 1 6 2 2 
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（ⅱ）地域社会への還元 

【受託・共同研究，技術相談】 

 過去 3 年間に研究・地域連携推進室に通じた委託・共同研究および技術相談の実績は次

の通りである（表Ａ－②－３）。 
表Ａ－②－３ 委託・共同研究および技術相談の件数の推移 

年  度 共同研究 受託研究 技術相談 合  計

平成１５年度 2 1 73 3 

平成１６年度 12 2 100 14 

平成１７年度 7 1 113 9 

 

【四国 6高専産学官交流会】 

 四国 6 高専産学官交流会は，四国 6 高専が地元企業との交流を深め，産学官連携推進に

資することを目的として年 1 回 6 高専持ち回りで開催している。この交流会では，各高専

からの研究成果やシーズ発表に加えて，専攻科生の取り組んでいる研究内容についてのパ

ネル展示が行われている（資料Ａ－１－②－２）。 

 

【技術交流会】 

 本校では，学内外の研究者を招き最先端技術に関する基調講演や報告，ポスターセッシ

ョンを実施する技術交流会（表Ａ－②－４）（平成 16 年度にハイテクシンポジウムから名

称変更）を毎年 7月末に開催している（資料Ａ－１－②－３，４）。 

 

表Ａ－②－４ 過去 5年間の技術交流会テーマ 

年度 テーマ 

平成 14 年度 21 世紀の福祉社会に向けて 

平成 15 年度 産業界を支える生産加工技術 

平成 16 年度 情報社会を支える光技術 

平成 17 年度 IT を支える薄膜技術 

平成 18 年度 四国 6高専産学官交流会として開催

 

【高度技術者養成研修】 

 本校教員ならびに産学官から講師を招き，地域企業の技術者を対象として高度技術者養

成研修を開催している。平成 18 年度においては，10 月に「香川県内橋梁の損傷状況データ

ベース化報告と維持管理に関する一提案」，12 月に「地震と土木構造物設計の基礎知識」－

南海地震対策－，「評価版でできる３次元有限要素法解析」と題して研修を実施した（資料

Ａ－１－②－５）。 
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【研究成果の新聞記事等】 

 模擬宇宙での溶接技術やスーパーメタルの加工技術，平成 16 年の台風 16 号被害に対す

る住民意識調査等の研究成果が新聞記事などで報じられている（資料Ａ－１－②－６）。 

 

（ⅲ）外部資金導入実績 

 科学研究費補助金や各種研究助成の申請数と採択状況を表Ａ－②－５および６に示す。 

 

表Ａ－②－５ 過去 5年間の科学研究費補助金の申請数，採択数 

  平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度平成 17 年度平成 18 年度

申請数 19 28 20 22 24 

採択数 2 6 2 3 2 

 

表Ａ－②－６ 各種研究助成金の採択数(平成 18 年度)

   (財)南海育英会 ㈱タダノ その他

採択数 15 5 9 

 

（分析結果とその根拠理由） 

適切である。 

本校は，学会活動等の研究実績や技術交流会，高度技術者養成研修等の技術支援実績を

有している。また，研究成果は専攻科生の特別研究への研究指導や地域産業との共同・受

託研究に活かされ，学会論文誌や新聞報道等において掲載されている。これらの研究成果

は，科学研究費補助金や南海育英研究助成金等の各種外部資金導入に反映されている。 

以上のことから，研究実績や交流会などの地域への技術支援，共同研究等の実績を有し

ていることより，研究の目的に沿った研究成果が上がっている。 
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資料 A-１-②-1 研究紀要 

（出典：研究・地域連携推進室資料）
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資料A-１-②-2 四国6高専産学官交流会 in TAKAMATSUの冊子の表紙と目次 
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（出典：総務課資料）
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資料A-１-②-3 技術交流会2005のパンフレット 
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（出典：研究・地域連携推進室資料）
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資料A-１-②-4 技術交流会2005の冊子の表紙と目次 
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（出典：研究・地域連携推進室資料）
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資料A-１-②-5 高度技術者養成研修の実施状況 

（出典：高松高専要覧2006）
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資料A-１-②-6 研究成果の新聞報道状況 

（出典：毎日新聞：掲載３月７日）

 

（出典：毎日新聞 掲載４月１２日）
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（出典：朝日新聞 掲載日４月１３日）
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（出典：毎日新聞 掲載４月１３日）
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（出典：建通新聞 掲載４月１８日）
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観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくため

の体制が整備され，機能しているか。 

 

 

（観点に係る状況） 

 本校の委員会組織は平成 16 年度に大幅に見直され（委員会の整理，統合，新設），平成

17 年度より新体制での委員会活動を実施している。改善システムは，研究活動の中長期目

標設定等の将来計画，予算や施設利用計画などの計画（Plan）と研究活動を行う実施（Do），

研究活動の目標到達度を確認する評価 (Check)で構成されている（資料Ａ－１－③－１）。

また，各部における審議事項や立案に対しては企画運営会議にて審議され，基本方針等が

決定される。 

研究活動の計画は，将来構想検討委員会で審議された将来計画に基づき，整備・利用計

画については各施設運営委員会にて，予算の有効利用や予算配分について財務委員会で検

討される。研究活動に係わる基本方針に対して具体的な対策や計画を講じる実行組織とし

て研究・地域連携推進室と企画室が機能している。 

研究活動の主体は各教員であるが，研究活動の実質的支援組織として技術支援室がある。

また，教員による研究成果は総務・広報室を通じて Web ページや広報誌として外部に情報

提供される。また，知的財産の管理活用方法等については知的財産委員会にて審議される。

前述の CS センター運営委員会，高機能化技術研究センター運営委員会にて予算計画に応じ

て研究環境の整備が図られている。 

研究活動の評価組織は，自己点検・評価委員会等で構成されている。自己点検・評価委

員会は確認部の主となる組織であり，学校全体の評価を行っている。また，各委員会組織

は必ず各学科の教員を含む構成であることから，各教員の意見は各学科会議にて集約され

関係委員会にて審議事項として反映されることになる。このような改善システムを継続的

に機能させることにより，研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図ることがで

きる。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

適切である。 

本校の委員会組織は平成 16 年度に大幅に見直され（委員会の整理，統合，新設），平成

17 年度より新体制での委員会活動を実施している。研究活動等の実施状況や問題点につい

ては把握され，それらを改善するための体制は整っており，今後とも，機能強化のために

一層の継続的な努力が必要である。 
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資料 A-１-③-1 研究活動における改善システム 

（出典：研究・地域連携推進室資料）
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（２）優れた点および改善を要する点 

 優れた点 

・ 主として教員により構成される研究・地域連携推進室と事務組織である企画室により研

究活動，地域との共同研究の推進を図る体制が整っている。 

・ 研究・技術シーズ集(Ⅰ)や研究者・技術情報データベースなどを学外に公開し，地域と

の連携を図っている。 

・ 四国 6 高専産学官交流会や技術交流会，高度技術者養成研修等の技術支援実績を有し，

研究成果を地域に還元している。 

 

改善する点 

研究活動等の実施状況や問題点については把握され，それらを改善するための体制は整

っており，今後とも，機能強化のために一層の継続的な努力が必要である。 

 

（３）選択的評価事項 A の自己評価の概要 
本校は，学会活動等の研究実績や技術交流会，高度技術者養成研修等の技術支援実績を

有しており，研究成果は専攻科生への研究指導や地域産業との共同・受託研究に活かされ，

学会論文誌等において掲載されている。また，研究体制としては，研究・地域連携推進室

と企画室を実行組織としての位置付けを明確にし，機能している。学内外における研究活

動の連携についても，研究・地域連携推進室が中心となり，本校の専門分野を活かした体

制を整備している。施設についても，高機能化技術教育研究センター，コンピュータサイ

エンスセンター，実習工場などの共同利用施設を配置し，活用されている。研究支援体制

としては，技術支援室により教員の研究活動や地域からの技術相談等において支援にあた

り，地域連携および研究協力の事務的処理を企画室にて行っている。 

以上のことから，研究の目的に沿った研究体制と支援体制が整備され，研究実績や交流

会などの地域への技術支援，共同研究等の実績を有していることより，研究の目的に沿っ

た研究成果が上がっている。研究活動等の実施状況や問題点については把握され，それら

を改善するための体制は整っており，今後とも，機能強化のために一層の継続的な努力が

必要である。 

 

（４）目的の達成状況の判断 
目的の達成状況はおおむね良好である。 
実施内容に関しては 

○ 教育のための研究活動 
○ 地域社会のための研究活動 
という 2 つの目的をほぼ達成しているものの，研究活動における改善システムの継続的活

動実績が必要であることから「目的の達成状況はおおむね良好である」と判断する。 
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

本校では，本校がもつ人的・物的資源を地域社会へ還元することで，生涯学習や地域の人材教育に貢献し， 

あわせて本校の学生の教育に役立てることを目的とし，正規学生以外に対して，｢公開講座｣｢サテライトキャ 

ンパス｣｢サイエンスフェスタ｣｢出前授業｣｢施設開放｣などの教育サービスを実施している。 



高松工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 58 -

２ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学

生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

 

１．教育サービスの計画 

（ⅰ）組織 

公開講座等の，正規課程の学生以外に対する教育サービスを担当する組織として，研究・地域連携

推進室を設置している。研究・地域連携推進室は，平成１７年度に従来の｢リフレッシュ教育推進セ

ンター｣，｢研究委員会｣，｢公開講座委員会｣を発展的解消し組織化したものであり，研究・地域連携

推進室規程（資料Ｂ-１-①-１）により，｢研究・地域連携の推進に関する必要な業務を実施する｣と

明記されている。 

メンバーは校長補佐である室長を中心に，各学科及び付属施設の代表で構成されている。また，研

究・地域連携推進室を事務的にサポートする部署として，企画室を設置している。高松高専事務組織

及び事務分掌規程（資料Ｂ-１-①-２）によると，企画室は｢地域連携に関すること｣及び｢公開講座に

関すること｣を担当すると定められている。 

また，上記と別の活動として，教務主事を中心とし，教務主事補と各学科の代表とで組織された教

務委員会では，事務担当の学生課教務係とともに，出前授業，オープンキャンパス，科目等履修生な

どの，正規学生以外に対するサービスを企画運営（資料Ｂ-１-①-３）している。更に総務課財務係

では，一般市民を対象とした，学内施設の公開に関する窓口業務を実施している。 

 

（ⅱ）具体的方策と実施手順 

各種教育サービスについては，新年度始めに前述した各担当組織の委員長より教職員に対して，実

施案の募集（資料Ｂ-１-①-４）を行い，それに基づいて審議していくことを基本としている。 

公開講座については，研究・地域連携推進室から各教員に公開講座開設の希望調査を行い，希望教

員から提出された内容（資料Ｂ-１-①-５）を基に開催講座を決定している。募集は学内のホームペ

ージ（資料Ｂ-１-①-６）や高松市報，地元のフリーペーパなど（資料Ｂ-１-①-７）への掲載により

行っている。また，公開講座の一環として，地域産業界への貢献を目的に，高度技術者養成研修も公

開講座の一環として，同様の手順で企画・実施している。 

また，学外の教養施設などを利用して本校教員が講師を勤めるサテライトキャンパスも，同様の手

順で実施している。サテライトキャンパスは，高松市との合同開催と言う位置づけで，本校ホームペ

ージ（資料Ｂ-１-①-８）や高松市の広報誌（資料Ｂ-１-①-９）などで参加者を募集している。 

 

科学技術の面白さを伝える一環として，近隣の一般社会人が多数来校する学生祭期間中に実施する

サイエンスフェスタについては，新年度始めに研究・地域連携推進室の下部組織として，サイエンス

フェスタ実行委員会を組織（資料Ｂ-１-①-１０）し，学生会とも協力しながら，テーマや実施内容

を決定している。日程は学生祭と合わせて前年度末までに決定し，学校行事予定表にも掲載されてい

る。 

地元小中学生に科学の面白さを伝えるため，また地域社会の活性化に貢献するため，地域社会から

の要請により小学校や商店街においてミニサイエンスフェスタを実施している。これは研究・地域連
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携推進室と一般教育科・理科担当教員が中心となり地元商店街と協力し企画運営しているが，実務は

学生により結成された実行委員会（資料Ｂ-１-①-１１）により行われている。実施広告として，ホ

ームページや（資料Ｂ-１-①-１２）新聞広告（資料Ｂ-１-①-１３），更にプレス用資料（資料Ｂ-

１-①-１４）も準備している。 

出前授業は，新年度始めに教務委員会で審議企画の後，各教員１テーマを提出し，地元中学校に実

施内容を送付（資料Ｂ-１-①-１５）し，依頼があるたびに実施している。民間企業への出前授業も

積極的に実施しており、平成１８年度には食品機械メーカーと協定を締結（資料Ｂ-１-①-１６）し、

講師を派遣している。 

オープンキャンパス（体験入学）については，新年度始めに教務委員会で審議企画（資料Ｂ-１-

①-１７）の後，各教員から実施内容が提出され，毎年８月下旬から９月上旬の時期に，学校見学会

と同時に開催している。実施日時については，前年度末までには決定し学校行事予定表にも掲載され

ている。 

科目等履修生は，半期単位で随時募集している。担当は学生課教務係（資料Ｂ-１-①-１８）であ

る。 

施設開放は，学内の施設の有効利用という観点から，学内ホームページに公開施設と利用料金を掲

載（資料Ｂ-１-①-１９）し随時募集している。また，図書館において，開館中は常時一般市民を受

け入れている（資料Ｂ-１-①-２０）。 

 

２．教育サービスの実施例 

（ⅰ）公開講座 

平成１８年度は３件の公開講座が実施された（資料Ｂ-１-①-２１）。 

 

（ⅱ）高度技術者養成研修 

平成１８年度は３件の高度技術者養成研修が実施された（資料Ｂ-１-①-２２）。 

 

（ⅲ）サテライトキャンパス 

平成１６年度に２件，平成１７年度に１件のサテライトキャンパスが開催された（資料Ｂ-１-①-

２３） 。 

 

（ⅳ）サイエンスフェスタ 

毎年学生祭と同時開催され，平成１８年度で２０回目を迎えた。また，平成１６年度からは，地元

小中学生の理科作品の展示会も同時開催している（資料Ｂ-１-①-２４）。 

 

（ⅴ）ミニサイエンスフェスタ 

平成１６年度から，地元商店街の活性化計画の一環として，商店街での科学イベントを開始した。

（資料Ｂ-１-①-２５）平成１８年度で３回目となる。また地元小学校からのリクエストにより，毎

年数回，小学校での科学イベントを実施している。 

 

（ⅵ）出前授業 

平成１５年度から地元中学校を対象に出前授業を開始している。（資料Ｂ-１-①-２６）平成１８年
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度には、食品機械メーカーへ２４回の出前授業を実施した（資料Ｂ-１-①-２７）。 

 

 

（ⅶ）オープンキャンパス 

 平成１７年度は，９月の２日間で実施した。（資料Ｂ-１-①-２８）参加人数は，延べ３８０名で

あった。 

 

（ⅷ）科目等履修生 

ここ数年で数人が学外及び専攻科から履修している（資料Ｂ-１-①-２９）。 

 

（ⅸ）施設開放 

構内施設（体育館，運動場 等）の学外者への貸出を行っている（資料Ｂ-１-①-３０）。図書館

においては，学外者へも貸し出している（資料Ｂ-１-①-３１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

適切である。 

公開講座をはじめ，正規学生以外に対するさまざまなサービスが年間を通して多数計画され実施さ

れている。 
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資料Ｂ－１－①－１ 研究・地域連携推進室規程  

 

 

（出典：研究・地域連携推進室規程第３条）
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資料Ｂ－１－①－２ 事務分掌規程 

 

（出典：事務分掌規程第１６条）
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資料Ｂ－１－①－３ 教務委員会規程  

 

（出典：教務委員会規程第２条）
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資料Ｂ－１－①－４ 公開講座等の募集要項  

 

（出典：研究・地域連携推進室資料）
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資料Ｂ－１－①－５ 公開講座開催希望の通知文書  

（出典：公開講座開催担当者からの電子メール）
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資料Ｂ－１－①－６ 高度技術者養成研修の案内  

 

 

（出典：高松高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－７ 公開講座開催の案内  

 

 

 

（出典：平成１７年７月２１日発行 四国新聞オアシス）
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資料Ｂ－１－①－８ サテライトキャンパスの案内  

 

（出典：高松高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－９ サテライトキャンパスの案内  

 

 

（出典：高松市報）
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資料Ｂ－１－①－１０ サイエンスフェスタ実行委員会組織図  

 

（出典：第１回サイエンスフェスタ実行委員会議事録）
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資料Ｂ－１－①－１１ ミニサイエンスフェスタ実行委員会組織図  

 

（出典：ミニサイエンスフェスタ実行委員会議事録抜粋）
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資料Ｂ－１－①－１２ ミニサイエンスフェスタの案内  

 

（出典：高松高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－１３ ミニサイエンスフェスタの広告  

 

（出典：リビング高松）
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資料Ｂ－１－①－１４ ミニサイエンスフェスタのプレス向け資料  

 

（出典：南新町商店街作成資料）

 



高松工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 75 -

 

資料Ｂ－１－①－１５ 出前授業の案内  
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（出典：教務委員会発行資料）
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資料Ｂ－１－①－１６ 企業との包括的連携に関する協定書  

 

 

（出典：イズミフードマシナリとの協定書）
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資料Ｂ－１－①－１７ オープンキャンパスに関する審議経過  

 

 

（出典：教務小委員会議事録）
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資料Ｂ－１－①－１８ 科目等履修生について  

 

 

（出典：科目等履修生規則）
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資料Ｂ－１－①－１９ 開放施設及び使用料金  

 

 

（出典：高松高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－２０ 図書館の利用基準  

 

 

（出典：図書館利用規程第７条）

 

資料Ｂ－１－①－２１ 公開講座の実施内容  

 

（出典：企画室資料）

 

資料Ｂ－１－①－２２ 高度技術者養成研修の実施内容  

 

（出典：企画室資料）
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資料Ｂ－１－①－２３ サテライトキャンパスの実施内容  

（出典：企画室資料）

 

資料Ｂ－１－①－２４ サイエンスフェスタプログラム  

 

 

（出典：四国新聞 オアシス）
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資料Ｂ－１－①－２５ ミニサイエンスフェスタの概要  

 

（出典：ミニサイエンスフェスタ実行委員会作成資料）
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資料Ｂ－１－①－２６ 出前授業  

 

（出典：出前授業担当者作成資料）
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資料Ｂ－１－①－２７ 食品メーカーへの出前授業  

 

 

（出典：出前授業担当者作成資料）
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資料Ｂ－１－①－２８ オープンキャンパスの概要  

 

 

（出典：学生課資料）
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資料Ｂ－１－①－２９ 科目等履修生の受講状況  

 

（出典：学生課資料）
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資料Ｂ－１－①－３０ 学内施設の開放状況  

 

 

（出典：総務課資料）
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資料Ｂ－１－①－３１ 図書館の利用状況  

 

（出典：学生課資料）
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。ま

た，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

１．サービス享受者数 

過去５年間に実施された各企画の参加人数を資料（資料Ｂ-１-②-１）に示す。 

 

２．アンケート結果 

前章で記述した多くの企画について終了後に参加者を対象としたアンケートを実施している。内容

としては，その企画に対する満足度を５段階で評価する項目と，自由記述からなる場合が多い。代表

的なアンケート例を（資料Ｂ-１-②-２）に示す。 

平成１８年度公開講座の満足度調査アンケートの結果（資料Ｂ-１-②-３）によると，実施した全

ての講座について，満足していただいた参加者が８０％以上を占めており，目的に掲げた，生涯学習

や地域の人材育成に寄与していると考えられる。 

オープンキャンパスのアンケート結果（資料Ｂ-１-②-４）については，過半数以上がオープンキ

ャンパスを体験し良かったと回答している。 

ミニサイエンスフェスタについては，対象が小学生であるため，保護者を対象としたアンケートを

実施しその結果（資料Ｂ-１-②-５）によると，多くの保護者が次年度の開催を希望しており，また

子供の将来の進路の選択肢の一つとして高専も考えるようになったとの記述もある。 

また，ミニサイエンスフェスタについては，協力した本校学生の感想が学生会誌などに（資料Ｂ-

１-②-６）寄せられている。参加した多くの学生が，企画や他人へ説明することの難しさを記述して

おり，正規課程の学生以外に対する教育サービスの実施が，本校の学生の教育にも役立っていること

が分かる。 

 

３．改善システム 

オープンキャンパスに関しては，アンケート結果について教員会議においても議論（資料Ｂ-１-

②-７）され，その結果を踏まえて教務委員会で次年度の実施計画を立案している。サイエンスフェ

スタについては，アンケート結果について，実行委員会で反省会を開催（資料Ｂ-１-②-８）し次年

度への改善につなげている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

適切である。 

公開講座など実施後には参加者に対するアンケート調査はなされ集計されている。 
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資料Ｂ－１－②－１ 種々の企画の参加人数  
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（出典：企画室資料）
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資料Ｂ－１－②－２ 公開講座の参加者アンケート  

 

（出典：企画室資料）
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資料Ｂ－１－②－３ 公開講座等のアンケート結果  

（出典：企画室資料）
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資料Ｂ－１－②－４ オープンキャンパスのアンケート結果  

 

（出典：学生課資料）
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資料Ｂ－１－②－５ ミニサイエンスフェスタのアンケート結果  
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（出典：ミニサイエンスフェスタ実行委員会作成資料）
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資料Ｂ－１－②－６ ミニサイエンスフェスタに関する学生の感想  
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（出典：学生会誌）
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資料Ｂ－１－②－７ 教員会議題   

 

 

（出典：総務課資料）
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資料Ｂ－１－②－８ サイエンスフェスタの反省会資料   
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（出典：サイエンスフェスタ実行委員会作成資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学外での各種サイエンスイベントを精力的に実施している。特にミニサイエンスフェスタについて

は，学生会誌などに学生の感想が寄せられており，参加した多くの学生が，知識やコミュニケーショ

ン能力の向上に役立ったとコメントしており，正規課程の学生以外に対する教育サービスの実施が，

本校の学生の教育にも役立っていることが分かる。 

 

（改善を要する点）  

特になし。 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

公開講座をはじめ，正規学生以外に対するさまざまなサービスが年間を通して多数計画的に実施さ

れている。特に，地元住民を対象としてタイムリーな話題を提供するサテライトキャンパス及び地元

商店街や小学校でのサイエンスイベントは他に多くの例を見ない。特に商店街におけるイベントは地

元商店街の活性化対策の一環でもあり，地元住民からも歓迎されている。また小学校におけるサイエ

ンスイベントは，短期的には本校に対する志願者増対策として，また中長期的には，理科離れ防止対

策としても有効であると考えられる。また，ミニサイエンスフェスタについては，学生会誌などに学

生の感想が寄せられており，参加した多くの学生が，知識やコミュニケーション能力の向上に役立っ

たとコメントしており，正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況が，本校の学生の教育にも

役立っていることが分かる。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が良好である。 

取組状況や活動状況については｢生涯学習や地域の人材教育に貢献｣，｢本校の学生の教育に役立

てる｣という２つの目的をほぼ達成しており，｢目的の達成状況が良好である｣と判断される。 
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